
参加団体様⽤マニュアル
（2026年度版）

2026年4⽉更新

※今年度はロゴマークやバナー、チラシの配布はございません
ごみ袋のみのお渡しとなります



1はじめに -海ごみゼロウィークとは

このたびは、⽇本財団と環境省の共同事業の1つである「海ごみゼロウィーク」にご
賛同いただきありがとうございます。

「海ごみゼロウィーク」とは、⽇本財団と環境省が推進する海洋プラスチック問題解決に向け
た取り組み「プラスチック・スマート」とが協⼒して実施する、全国⼀⻫の清掃活動です。
本資料は、海ごみゼロウィークに関して、参加における⼿順をご案内するマニュアル
となっております。本紙をご参照の上、活動へのご参画を何卒よろしくお願い致します。

ごみ拾いが⽬的ではありません。（アクションの１つです）

「なぜごみ拾いが必要なのか︖」をぜひ考え、理解し、アクション（ごみ拾い）に結び付
けていただくことを切にお願い申し上げます。
また、このアクションに、より多くの⼈々に参加していただくことで、本プロジェクトが
拡散され、ひとりでも多くの⽅の意識が少しでも変わることを祈っております。美しい⽇
本がいつまでも後世に残るように。



ごみ拾いについて



5事前準備

申請が完了したら、活動へ向けての事前準備をお願いします。

実施エリアの⾃治体へ連絡をお願いします

ごみ拾いを実施するエリアの管轄である⾃治体に
・実施⽇時
・具体的な実施場所
・想定される回収ごみの量
・回収したごみの処理⽅法
について事前に連絡を⼊れ、ご確認をお願いします。

オリジナルごみ袋の事前受取をご確認ください

・当財団より、申請⽇から2週間程度で送付いたします。
混雑の可能性もございますので、お早めのご申請に
ご協⼒ください。
※登録後、連絡先として⼊⼒された電話番号または

メール宛に、当財団からごみ袋の送付に関し て確認連絡
をさせていただく可能性がございます。

・枚数は申請時の枚数でお送りさせていただきます、
⾊の指定などがある場合には、コメント欄でお知らせく
ださい

・今年度のごみ袋は2種類です。
ごみの分別は各⾃治体のルールによるため、
可燃・不燃等の表⽰はしていません。

・ごみ袋の容量は30Lになります。



7ごみ拾い実施

※イメージ写真

海ごみゼロウィークに参加していることがわかる写真
（例︓ごみ袋が映っているなど）をお願いします。
報告フォーマットにて計3枚ご提出いただきます。
※報告写真はホームページ上に掲載されます。顔出

しNGの⽅がいらっしゃる場合は映らないように
ご撮影ください。

「海ごみゼロウィーク」について説明をしてください

ごみ拾い実施前に「海ごみゼロウィーク」の意義や
海洋ごみの問題について説明をお願いします。

当⽇は、⻘いモノを⾝につけてごみ拾いを
⾏ってください。

（例）シャツ・スカート・リストバンド・ピア
ス・ブレスレット 等

ハッシュタグ「#umigomi」でイベント情報を発信してください

この活動を広く多くの⼈に知ってもらうために、
ハッシュタグを付けてSNSでの発信をお願いします。
次回以降の参加促進にもつながります。

報告のために当⽇に写真を撮ってください

回収ごみ袋の数量を記録してください

回収されたゴミ袋を「可燃」「不燃」でそれぞれ何袋回収されたかを数えてください。
※報告書フォームに記載欄がありますので、そちらよりご報告をお願いします。

その他

・ケガや事故のないようごみ拾いを⾏ってください。
・参加者の把握（募集管理）、通達（集合場所や参加時における諸注意等）、保険加⼊ 等

については、各実施団体において⾏ってください。

実際に清掃活動をしましょう



8報告業務

実施完了後、公式ホームページより実施報告をお願いします。

ホームページのメニューバー横にある「活動報告をする」をクリック。

必ず写真を添付してください

報告フォームにそって、情報を⼊⼒してください。
【ご報告項⽬】団体名・団体住所などの団体情報、実施⽇、

参加⼈数、回収ごみ袋数（可燃、不燃）、
活動写真（3枚まで）

⼊⼒内容が結果報告ページに反映されます。

活動実績としてアップされます

※報告はごみ拾い実施ごとにご⼊⼒をお願い致します。
例えば・・・
同団体が5カ所で実施した場合には、5つの報告が必要となります。


